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IBM が提供するサービス 
クライアントは、業界に関する IBM の深い専門知識、テクノロ

ジー・ソリューションや機能を活用して人工知能 (AI) とアナリティ

クスの可能性を最大限に引き出し、ほぼすべてのビジネスの意思決

定やプロセスへのインテリジェンスの導入を開始することができま

す。IBM の AI & Analytics Services 部門は、企業が AI の利用に向

けてデータを整備し最終的により確信の持てるデータ主導の意思決

定を下せるようになること、セキュリティー、リスク、コンプライ

アンスに焦点を合わせた AI テクノロジーでより深い洞察を入手し、

向上した顧客ケアを提供できるようになること、そして一層の信用

と信頼を築けるようになることを支援します。 
IBM が提供する AI ソリューションの詳細について

は、www.ibm.com/watson/jp-ja/ をご覧ください。 
IBM が提供するアナリティクス・ソリューションの詳細について

は ibm.com/services/jp/ja/consulting/solutions/analytics-solutions.html を
ご覧ください。 
IBM が提供する AI プラットフォームの詳細については、 
ibm.com/jp-ja/services/artificial-intelligence-platform をご覧ください。 

 
 
 
 

本レポートで 
取り上げる内容 
 
 
AI による価値促進が期待される 
上位 5 つの業務 
 
この 2 年間における経営層の  
AI に関する視点の変化 
 
エンタープライズ AI イニシアチブの実例 
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AI で競争の優位に立つ 
 

企業は継続的な AI 関連テクノロジーの導入を推進
しており、人工知能 (AI) はハイプ・サイクルにおい
て、先行して導入されています。これらの企業はど
の業務領域に、どのユース・ケースを優先的に適用
するか、更なる売上増加や、データ・アーキテク
チャーの再構築に新たな関心を持っている一方、ホ
ワイトカラーの生産性向上に大きな不安を感じてい
ます。本レポートでは、このような企業が、いかに
して戦略上必要なものを獲得しているのか、いかに
価値訴求を推進いるのか、コアコンピテンスをいか
に確立しているのか、いかに優秀な人材を確保して
いるのか、そして、彼らの努力がいかにして競争優
位性の飛躍的な伸びにつながっているのかを探りま
す。 
 
 

 

はじめに 
 
 

AI の能力は急速な成熟を遂げています。企業における導入状況も同様で、これまでにな

いほど多くの経営層が AI をどこに、どのように利用できるかを積極的に検討しています。

しかしその一方で、自社にとって AI をどの程度優先すべきか、そしてそれらの先端技術

をいかにして展開するか、彼らの目はこれまで以上に肥えてきています。 
 
2016 年の時点で AI を社内随所で広く試していた最高経営責任者 (CEO) たちは、今では

それを 5 つの優先領域にまとめ展開しています。1 また、2016 年には経営層は顧客満足度

と顧客維持を AI 投資の価値促進要因と捉えていましたが、現在は顧客やその他の成長の評

価指標の方がより重視されています。さらに、多くの経営層が 2016 年の最も大きな懸念事

項はテクノロジーが入手できるか、でしたが、今やそれは AI のスキルを育成する最良の方

法は何か、どうすればデータを最も効果的に使用できるか、となっています。2 
 
これらの変化は何を意味するのでしょうか。実験から実践への移行は一筋縄では行かず、

多くの会社がその移行に苦労していますが、中には大規模な AI の導入に成功し、圧倒的

な業績を上げている企業もあるのです。企業が AI の規模を拡大し、自社にとっての価値

を実現するためには、データの課題に取り組み、AI のスキルのギャップを埋めることが

極めて重要です。 
 
 

人工知能とコグニティブ・コンピューティングの定義 
 
本レポートでは回答者に対し、コグニティブ・コンピューティングとは、継続的に知

識を積み上げ、自然言語を理解し、推論し、従来型のプログラミングによるシステム

よりも自然に人とやり取りすることで、理解・推論・学習・対話するシステムである

と定義しました。AI システムはコグニティブ・システムの特性 (音声認識、パターン

認識、意思決定、経験学習など) を、そのすべてではないにせよ備えています。 
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2018 年、IBM は Oxford Economics と協力し、AI とコグニティブ・コンピューティング

に関する調査を経営幹部と各業務のリーダーを対象にして再度実施しました。(調査の詳

細については「調査のアプローチと方法」の項を参照。) このレポートでは 5,000 名を超

える全世界の経営層から得られた洞察を基に、AI に対する企業の視点がこの 2 年間でど

のように変化したかを、特に以下の 4 つの主な領域について探ります。 
 
1. AI にフォーカスした取り組み: CEO が最も優先する業務領域として 5 つの業務領

域が明らかになりました。また、少なくとも AI 導入の検討をしているのは上位企業 *

の 93% に上ります。 

2. 売上増加の一層の重視: 上位企業 *の 77% が AI の主な価値促進要因として顧客満

足度を挙げています。 

3. 高まるデータの重要性: 上位企業の 86% が全社的なデータ・ガバナンスを整備して

います。 

4. スキルに関する懸念の増大: 回答者の 63% は AI での成功の最大の壁はスキルであ

ると考えています。 

 
*上位企業とは、民間セクターの企業では収益成長率と収益性、公共セクターの企業では収益成長率と目的達
成に対する有効性がそれぞれ同業他社よりも上であると自己申告した企業です。 
 
 

 

5 つの特に優先すべき業務  
AI にフォーカスした取り組み 

 

Top 3  AI 価値促進要因 
上位企業では顧客指向 

 

86% の上位企業 
全社的なデータ・ガバナンスを

整備 

 

63% の回答者 
2018 年の AI での成功を妨げる

最大の壁はスキルであると回答 
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AI へのより鮮明な取り組み 
 
 

実験よりも、リスクテイク 
企業の 82%、そして上位企業の 93% は、現状で少なくとも AI の導入を検討していま

す。最近の全回答者のデータを 2016 年のデータと比べた場合、現時点で AI の導入ス

テージを超えている企業は 33% 増加しています。3 
 
成果を上げている企業は概念検証のテストや実験の域を超えて進んでいます。図 1 に示

したこれらの企業が挙げる最大の懸念事項からも分かるように、経営層の目の向く先は、

AI を導入すべきかどうか (テクノロジーの入手可能性) から、どのようにして AI を導

入するか (スキルとデータ) にシフトしています。 
 
AI 導入率はデジタル化が進んでいる業界で高く、そのスピードも今後上がっていくと見

込まれます。例えば金融サービス業界では既に 16% の企業が AI システムを運用または

最適化しています。しかし自動車やヘルスケア業界にもこの傾向は見られており、これは 
AI が引き続き価値を提供していくという楽観的な見方の現れと考えられます。 
 
この 18 カ月間で、企業は AI のイニシアチブでどの業務が最大の価値を実現するか、よ

り見定めるようになりました。AI によって最も価値が得られると予想される業務を選ぶ 
2016 年の結果では、少なくとも 65% の CEO が 13 の業務のすべてを選択していまし

た。今回の調査で同じ質問をしたところ、少なくとも 65% の CEO が 3 つの業務のみ

を選択しました。これは実験段階からより焦点を絞り込んだ投資へのシフトを表していま

す (図 2 参照)。4 
 
情報技術 (IT) と情報セキュリティー (IS) が、最も優先すべき業務として最も多くの 
CEO に挙げられています。IT や IS では AI を利用したヘルプデスク仮想アシスタント、

プロセス自動化、脅威検知アルゴリズムの活用が期待できますが、時にこれらは、AI の
サポートに必要なデータのイニシアチブの責任を負う業務でもあります。(この詳細につ

いては「高まるデータの重要性」 の項を参照。) 
 

 

 
 
図 1 
AI 導入の壁: 2016 年と 2018 年の比較 
 
 

 
 
 
出典: AI/コグニティブ・コンピューティングに関する IBM 
Institute for Business Value と Oxford Economics の共同調査 
(2016 年および 2018 年) 
 
 

スキルのあるリソースまたは 
技術的スキルの入手可能性 

規制上の制約 

データと情報の使用にあたっての 
法律/セキュリティー/プライバシー
の懸念 

社内の賛同/準備/文化的な 
適合性の程度 

データ・ガバナンスおよび 
ポリシー 

意思決定のための文脈が 
得られるデータの入手可能性 

テクノロジーの入手可能性 

経営層からの支援の程度 

顧客の準備状況の程度 
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「AI はまず顧客サービスとリス
ク管理に導入される予定です。こ
れによって顧客との対話のレベル
とそのスタンダードを高め、リス
クを軽減できます。」 
 
最高購買責任者、保険、ラテン・アメリカ 
 

 

 
 
CEO が掲げる最も優先すべき 5 つの業務の残りの 3 つはイノベーション、顧客サービ

ス、リスクです。イノベーションには戦略的な機会が不可欠で、AI CoE (Center of 
Excellence) がどこにあるかも重要です。顧客サービスは多くの企業が仮想アシスタント

機能を試験的に導入している領域です。そしてリスクの領域では不正の防止と検知が何よ

り重要です。 
 
図 2 
AI が最大の価値を提供する業務: 2016 年と 2018 年の比較 (CEO の回答) 
 

 
 
出典: AI/コグニティブ・コンピューティングに関する IBM Institute for Business Value と Oxford Economics の
共同調査 (2016 年および 2018 年) IBM Institute for Business Value による分析 
 
注: 2018 年の「人事」の回答者数は 20 名未満。 
 

上位 5 位の促進要因 

下位 5 位の促進要因 

情報技術 
情報 

セキュリ

ティー 

イノベーション 

顧客 
サービス 

リスク 

サプライ・

チェーン 

製造 

財務 

調達 

人事 

製品開発 

マーケ

ティング 営業 
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多くの企業にとり、データ駆動型のプラットフォームは AI のメリットを実現する具体的

な方法となりつつあります。最新の IBM Global C-suite Study で調査された 12,000 社を

超える企業のうちのほぼ半数が、新しいプラットフォーム・ビジネス・モデルに投資して

いるか、あるいはそれを検討しています。5 このコミットメントによる最終的な効果は 1 
兆 2 千億ドルと見込まれています。6 さらに、AI が戦略的プラットフォームの役割を果

たすと考える調査回答者は 40% を超えており、上位企業ではこれは 65% に上ります。 
 

AI を利用したイノベーションによる新規市場進出戦略の計画 
 
東芝の子会社である Toshiba Electronics Taiwan Corp は、コグニティブ・コンピューティ

ング機能とモノのインターネット (IoT) を利用して、心臓疾患を持つ患者のより確実

な健康管理を支援しています。患者には心拍や血中酸素濃度といった一定のデータ・

ストリームを収集できるバイオメトリック・センサーを装備したウェアラブル・デバ

イスが与えられます。そのコグニティブ・コンピューティング・ソリューションには

このデータの読み取りとパターンの解釈に関する機械学習が施されており、健康なパ

ターンと異常なパターンをさらに正確に区別できます。そして、患者の最初の測定値

に基づいて期待される正常範囲を調整する高度なアルゴリズムで各人の健康の特性を

把握します。測定値に異常があればシステムはアラートを出し、患者と介護者が予防

措置を取れるようにします。 
 
医師数が足りない環境では、介護者が離れた場所から高リスクの患者をモニタリング

できます。この新規事業用に構築された機能によって、人手では時間のかかる作業が

自動化され、それによって医師による定期的な測定値の読み取りを減らすとともに、

介護者が行える作業を拡げることができました。その結果、既に飽和状態の市場にあっ

た東芝は、新しい業界、すなわちコンシューマー向け医療および健康の業界に事業を

拡大できたのです。 

 
 

 

 
 
「当社のリスク、イノベーション、
IT の各部門は、今後何年かで完全
に AI テクノロジーで運営される
ようになるでしょう。我々は一部
のプロセスを AI で自動化し、コ
ストの削減と競争力の強化を目指
したいと考えています。」 
 
最高技術責任者 (CTO)、教育、オーストラリア 
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「AI は重要なツールです。そして
我々がイノベーションやテクノロ
ジーのトレンドにさらに注力でき
るようになれば、さまざまな事柄
がもっと簡単になり、当社では問
題解決の方法があらゆる領域で変
わります。」 
 
最高マーケティング責任者 (CMO)、医療、メキシコ 
 
 
 

 

 
 
以前の IBM Institute for Business Value の調査では、調査対象となった全世界の経営層の多

くは AI の将来性について懐疑的でしたが、それも継続的なイノベーションによって「根

拠なき熱狂」が最終的には沈静化され、より焦点が絞り込まれるという期待へと変わりま

した。調査された経営層の 47% が AI は実際の価値よりも過大評価されていると回答し

ていることから、2016 年は AI のハイプ・サイクルのピークの年であったといえるかも

しれません。しかし、逆説的ですが、58% はそれでも AI が自社の所属する業界で破壊

的な力を発揮すると予想し、67% はそれが自社内で重要な役割を果たすようになると考

えていたのです。7 
 
テクノロジーの進歩は過去において確かに業界や企業に多大な影響を及ぼしました。1990 年
代の世界的なインターネット・ブームも、また 1840 年代の鉄道輸送の発展も然りです。8 こ
の歴史的な 2 つの事例に共通するのは、国際的な標準の設定もさることながら、新しいテク

ノロジーの基盤となる能力とその基礎をなすインフラストラクチャーに対する、政府、企業、

起業家などからの持続的な投資の重要性です。 
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AI の場合、中国と日本がいずれもこの新しいテクノロジーを自国の成長とイノベーショ

ン戦略のかなめとしており、AI の能力とインフラストラクチャーに対する投資は数十億

ドルに達すると見込まれています。中国は国内の AI 業界を 2030 年までに 1 兆中国元 
(1,500 億ドル) を超える規模に成長させることを目標としています。9 また日本では政府

が AI とロボット工学をその再生戦略の最優先事項に定め、AI に関する支出は 2020 年
までに 9,000 億円 (80 億ドル) に達すると予想されています。10 
 
その他の経済圏も AI の機会を利用しつつあります。2018 年の White House Summit on 
AI for American Industry によれば、米国政府は AI の研究とコンピューティング・インフ

ラストラクチャーに優先的に財政支援を行うことを決定しています。11 また、AI および

関連テクノロジーの非機密扱いの研究開発に対する米連邦政府の投資は、2015 年以来 
40% を超えて成長しています。12 
 
欧州委員会は 2020 年末までに AI への官民合計の投資額を少なくとも 200 億ユーロまで

増やすことを提唱しています。13 この目標を達成すべく、同委員会は 2020 年までに AI 研
究への投資を 15 億ユーロにまで押し上げる計画を発表しており、これは約 70% の増加に

当たります。14 さらに、フランス政府はこの分野の研究支援、スタートアップへの協力、デー

タの収集に関わる支出が 5 年間で 15 億ユーロに達すると予測しています。15 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米国の銀行が AI を利用して顧客サービス

を省力化 
 
ある米国の銀行はコンタクト・センター変革の一

環としてコグニティブ・コンピューティングによ

る顧客ケア機能を導入し、通話件数の削減、平均

処理時間の短縮、顧客満足度の上昇、顧客体験の

向上によるコスト削減を達成しました。 
 
この銀行のセルフサービスによる仮想銀行員ソ

リューションは、顧客からの電話に最初から最後

まで対応してサービスを提供するもので、既にコ

ンタクト・センター担当者 55 人分の仕事量に匹

敵する 70 万件の通話を処理しています。この AI 
を利用したソリューションはまた、コンタクト・

センターの担当者が顧客からの照会にはるかに速

く対応できるようにもします。この銀行では 5 年
間の利益を年換算で 620 万ドルと予測しており、

完結率は 50% 超、正解率は 85% が見込まれて

います。 
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図 3 
上位企業における主な価値促進要因: 2016 年と 2018 年の比較 
 

 
 
出典: AI/コグニティブ・コンピューティングに関する IBM 
Institute for Business Value と Oxford Economics の共同調査 
(2016 年および 2018 年) 

 

売上増加の一層の重視 
 
コスト削減よりも、顧客 
売上増加はこの 2 年間で一層重視されるようになりました。経営層は顧客満足度と顧客

維持率を引き続いて AI 投資の主な目標に掲げており、これはコストに対する考慮を大き

く上回っています (図 3 参照)。もちろんこれはコストが重要でないという意味ではあり

ません。多くの AI プロジェクトにコスト削減の要素が含まれ、それがそのビジネス・ケー

スの土台となっていることはよく耳にします。また、運用コストの削減も回答者全体で 3 
番目に重要なものとされています。しかし、このランキングを押し上げたのは最高財務責

任者 (CFO) と財務部門かもしれません。彼らにとっては投資を正当化するうえで、「ハー

ド・ダラー」の節約の方がコスト回避や増収よりも説得力があるのです。 
 
加えて、経営幹部の多くは従来のような製品やサービス (19%) よりも顧客体験 (68%) を
重視しています。16 確かに 2017 年に調査された主要イノベーターの間では、顧客体験に

対する AI の影響は、コスト、組織構造、資本投資などのビジネス・モデルの他の要素に

比べると突出して大きくなっています。17 顧客体験の向上は、顧客に対面するその企業の

知識労働者次第であることが少なくありませんが、そのような場面で AI を利用した仮想

アシスタントを使用すれば、既存の専門知識を拡大して、顧客の質問により速く、正確に、

しかも経済的に答えられるようになります。 
 
 

顧客満足度の向上 

顧客維持率の改善 

顧客獲得コストの削減 

その他の運用コストの削減 

新規市場への進出による収益成長 

新製品・新サービスの市場投入迅速化による収益成長 

1 件当たりの受注額の増加による収益成長 

人員削減 

販売サイクル短縮による収益成長 

その他の資本コストの削減 

人員の配置転換 
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高まるデータの重要性 
 
テクノロジーの入手可能性よりも、データの能力 
テクノロジーが入手できるかは、経営層にとって 2 年前よりもはるかに重要度の低い問

題となっています。2018 年の調査で潜在的な障害としてテクノロジーの入手可能性を挙

げたのは回答者のわずか 29% でしたが、2016 年の調査ではこれは 46% で、因子として

は最大でした。最近の調査では、急増するデータが経営層の主な課題であることが示唆さ

れています。企業はあらゆるトランザクション、あらゆる照会、そしてさらには人間との

あらゆる対話から不純物を排除し、それらを 1 と 0 だけで表わそうとしています。 
 
では、AI の価値を最適化するには何が必要なのでしょうか。2016 年の IBM Institute for 
Business Value の分析レポートで強調されているように、「コグニティブの時代でも、デー

タとアナリティクスを成功させるための組織の基本的な性質、すなわち文化、リーダー

シップ、ガバナンスが変化することは考えられません。」18 データ戦略の観点からいえば、

共通のスタンダードを順守させるためのガバナンスとポリシーで支えられた企業文化、そ

して核となるビジネス戦略が後押しする、堅牢ながら柔軟な基盤が極めて重要です。 
 
ただし、ビッグデータ・テクノロジーの急増により、データを複数の場所に格納する問題

が深刻化する恐れがあります。必要が生じるたびに新しいデータ・リポジトリーを付け足

さずに済むよう、企業ではデータ・ソースの利用に必要な一連のユース・ケースを余すと

ころなく把握しておくことが大切です。また、必要な能力とテクノロジーとが適切に整合

し、無駄が発生しないようにしなければなりません。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天気と場所のシグナルに機械学習を併用し、

来店数を増やすレストラン 
 
来店者数の増加を促す取り組みの一環として、大

手のクイック・サービス・レストランがコグニティ

ブ・コンピューティング能力を導入しました。同

社は出店場所固有の天気、売上、来店データを処

理して来店者数の増加を予測し、広告媒体をリア

ルタイムで適合および最適化できる AI ソリュー

ションを導入しました。そして、地元のデータを

利用して現在の顧客、そして潜在的な顧客に到達

することにより、来店数を 15% アップし、新規/
休眠消費者に対するリーチと広告露出後の動員効

果を 49% 向上し、790 万件のインプレッション

の再割り振りを通じて媒体効率をさらに高め、

キャンペーンの無駄を 53% 削減しました。 
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「当社の鍵となる成功因子はデー
タ・プラットフォームです。この
プラットフォームは時間とともに
進化し、どのような決定を下すべ
きか、そしてそれらの決定が当社
の運用や財務のパフォーマンスに
どのような影響を及ぼすかに関す
る明確な洞察を得るのに大きく貢
献するようになりました。」 
 
最高カスタマー責任者 (CCO)、通信、米国 
 
 

 

 
 
企業の戦略的な方向性を反映したビジネス・アーキテクチャーと整合する、堅固なデー

タ・インフラストラクチャーは欠かせません。2018 年の調査では、上位企業の 65% が
主な企業データに基づいたビジネス、テクノロジー、運用の情報を、社内全体で高いレベ

ルの一貫性を保ちつつ収集、管理、アクセスしていることが明らかになりました。上位企

業以外の企業ではこの割合は 52% です。 
 
インフラストラクチャーには、新しい市場のダイナミックス、顧客需要、戦略的イニシア

チブ、ユーザーのニーズに対応しうる敏捷さが必要です。AI とその意思決定の基盤はデー

タにあるため、文脈的データの品質を認識する能力が、実行される運用の成功を左右しま

す。ビジネスの定義、承認されている使用方法、測定データの品質などに関するメタデー

タがデータを取り巻き、しかもそれを AI で解釈できることがいかに重要かを認識するこ

とがすべての基本です。 
 
企業は異なる方法でのデータの使用を受け入れる文化を醸成しなければなりません。それ

は、事業部門、業務、IT の間のオープンなコラボレーションを意味します。これらの組

織は使用するデータを、柔軟で拡張しやすく、一貫性が保たれたデータ・ストアで、優先

度の高いすべてのユース・ケースに合うような構造に合理化する必要があります。 
 
プライバシーの問題を無視する企業は覚悟が必要です。EU の新しい一般データ保護規則 
(GDPR) では、違反時の制裁金がインシデントごとに全世界の売上の 4 % を超える可能

性があります。19 2018 年の経営層の調査で AI 導入を妨げる 3 つの壁として挙げられた

うちの 2 つは法規制上の制約 (60%) とデータと情報の使用にあたっての法律/セキュリ

ティー/プライバシーの懸念 (55%) で、いずれもこの領域に関係しています。 
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スキルに関する懸念の増大 
 
労働生産性よりも、人材開発 
AI には社員の生産性を劇的に向上させる大きな可能性があります。 
そして、労働生産性が上がれば、これに比例して労働収入も増加するといえます。しかし、

最終的な結果が肯定的なものであったとしても、新たなテクノロジーが導入される場合の

例に漏れず、その変化は当初は破壊的なものになり得ます。 
 
教育とスキルに関する 2016 年の IBM Institute for Business Value の調査では、調査された

全世界の経営層、教育者、政策立案者の 56% は、AI/コグニティブ・コンピューティング

がスキルの需要に何らかの影響を及ぼすと述べています。20 今ではこれは、経営層が AI 
の導入に関して抱く最大の懸念材料がスキルであることを反映し、2016 年の 1.5 倍に増

加しています。現在、経営層の 63% が、AI を導入する最大の壁として、スキルを持つ

リソースや技術的な専門知識を持つリソースの入手可能性を挙げています。 
 
データ・サイエンティストを始めとする AI 専門家の需要の高まりに伴い、社員定着のリ

スクも高まります。スタートアップ企業は教育機関や既存の企業から積極的に AI 人材を

引き抜いています。候補者のプールが限られていることが、そのまま人材の取り合いを意

味するわけではないものの、企業にはやはり手持ちのリソースでより多くの作業を処理す

ることが求められます。例えば、約 55% の上位企業 (上位企業以外の企業では 42%) が
アナリティクス機能を一元化し、乏しいリソースのさらなる活用を図っています。 
 
必要なスキルの開発には長い目で取り組まなければなりません。それがなければ AI イニ

シアチブの概念検証、パイロット、実装の際に遅れが生じるリスクが高まります。この問

題の対象となるのはデータ・サイエンティスト、AI 技術者、IT 専門家だけではありませ

ん。コラボレーションやイノベーションといったそれよりもソフトなスキルを、戦略、財

務、運用、そしてすべての事業部門に浸透させなければならないのです。ビジネス・エコ

システムを介した外部パートナーの利用も応急措置としては重要で、それによってより幅

広い利益が得られますが、こういった外部ソーシング戦略では企業が恒久的に存続するこ

とはできません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IBM AI Academy を使用して AI スキル

を持つ社員を継続して育成する IBM 
 
IBM は技術的な AI スキル開発に、社員を対象と

した「応用 AI スキル」と呼ばれる新しいカテゴ

リーを組み入れています。3 カ月のパイロット運

用の後、IBM AI Academy はネット・プロモー

ター・スコアで 70 を達成し、このプラットフォー

ムを利用している一部の事業部門の社員エンゲー

ジメントも 7 ポイントを超えて上昇しました。 
 
AI スキルを開発し、それを定着させるには、学習

と育成はもちろん、AI スキルを持つ社員をそのス

キルを活用できる業務に就かせ、その社員の市場価

値を反映して給与を調整できるプラットフォーム

が必要です。IBM はトレーニングと教育に加えて、

AI スキルを持つ社員を育成および保持し、適切な

ミッションに割り振るための戦略も策定しました。 
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「当社は AI をさまざまな部門に
導入し、よりチームを中心に据え
た形に組織を再編成しています。」 
 
最高マーケティング責任者 (CMO)、メディアおよびエンターテ

イメント、米国 
 

 

 
 
もちろん、AI が世界的なスキル危機の唯一の要因ではありません。スキルに関する世界

的な調査で全世界の経営層が特定した主なスキルの制約としては、これ以外にも AI に関

連しない他のテクノロジーの進歩、経済のグローバリゼーション、専門化、ビジネス・モ

デルと規制の枠組みの変化が挙げられます。21 我々は、これらの力には、単に台頭する AI 
テクノロジーとのバランスを取るためだけではなく、実績ある革新的なソリューションを

使用して総合的に対処する必要があると確信しています。22 
 
これらのスキルのギャップを埋めるための職業訓練や雇用の創出には、民間セクターだけ

では対処できません。官民の連携、そして政府主導の投資と政策決定が、その国の経済的

な原動力たる人的資源の供給不足に対処するのに役立ちます。個々のイニシアチブや創意

工夫も不可欠のものと認識されつつあります。23 
 
Economist Intelligence Unit の最近のレポートによれば、「AI とロボット工学が雇用に及ぼ

すであろう影響についての合意は形成されていないものの、政府が何らかの手を打つ必要

が生じるという見解は一致しています。(中略) そのため、この行動に情報を提供するはず

の政策立案者、業界、教育専門家を始めとする利害関係者同士が互いに関与していないこ

とは憂慮すべき事態といえます。」24 これは企業が単独で解決できる問題ではありません。 
 
最後に、社会契約では倫理を重視する必要があり、AI の文脈でのその領域のみに焦点を

当てた問い合わせが増えています。実際、我々はこれらの重要な側面をさらに探るため、

AI に関わるバイアスと倫理の問題に焦点を合わせた別の調査に着手しています。 
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導入の開始 
 
既に成功をおさめた他の分野のテクノロジーと同様、「小さく始め、早期に失敗しておい

て、確実に規模拡大する」の原則は AI にも当てはまります。25 IBM Institute for Business 
Value エグゼクティブ・ブリーフ「The Cognitive Enterprise: The finance opportunity」で紹介

した、イノベーション・プラットフォームの概念を調べると、俊敏な実行という原則を実

際の場面でいかに制度化するかの鍵となる実例が見つかります。26 
 
イノベーション・プラットフォームの実装には一連の特有の手順を踏まねばなりません。

まず、変化を後押しするための AI 戦略を定めます。これには、適切なガバナンス、運用

モデル、ロードマップの作成が含まれます。イノベーションを促すためのイノベーショ

ン・プラットフォームを作成した後、全社的な AI プラットフォームに支えられながら

「ファクトリー」を築いてそれを産業化し、規模を拡大します。 
 
先述のエグゼクティブ・ブリーフで説明されているように、イノベーション・プラット

フォームはその会社の戦略的なビジネス上の必須事項に沿った、「インサイド・アウト」

へのビジネス変革を通じて企業を支援します。このイノベーション・プラットフォームは、

最初の成果が社内全体への導入を推進するようなガバナンス・モデルによって支えられて

います。27 
 
基盤となる必須事項に対処し、社内の賛同を確保して変化を推進するには、これしか方法

がないことはいうまでもありません。ただし、そのためには成功の定石、すなわちデザイ

ン思考とアジャイル開発をロードマップに組み込むと同時に、新しいテクノロジーを備え、

戦略的なプラットフォーム上に構築された、抜本的に見直されたプロセスを運用チームが

進めていくというパターンを、すべての AI イニシアチブの設計と計画に浸透させる必要

があります。 
 

 

 
 
「当社には、必要時には常にト
レーニングやスキル開発プログラ
ムの計画を支援してくれる機関へ
のつながりがあります。」 
 
最高アナリティクス責任者、銀行および証券、オーストラリア 
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回答した経営層の少なくとも 
55% は、社員のスキルアップを目
的としてトレーニングの選択肢を
調べ、ワークショップを実施して
います。 
 

 

 
 
イノベーション・プラットフォーム・モデルが本来的に持つ柔軟性は、成功を左右する重

要な特徴です。煎じ詰めれば、さまざまな形のイノベーションに対して受容的であること

こそが、何かの考え方やイニシアチブよりも重要なのです。AI を応用したところで、そ

の企業が最も大きなインパクトを手にできるとは限りません。しかし、より広いイノベー

ションを助長する環境と、導入を阻む壁を実用的な文脈で減らすことのできる、スケーラ

ブルなプラットフォームを作ることが、持続可能な AI イノベーションの鍵となります。 
 
AI の行程における次のステージを受け入れるには、全社的なコミットメントが求められ

ます。我々は企業に、HfS Research との共同調査「Making AI the Killer App for Your Data: A 
practical guide for leveraging data to enable your AI journey」に述べられている、以下に示し

た一連のハイレベルの戦術に従うよう勧めています。28 
 
− AI を利用したビジネス戦略を策定する。構想はトップが出す必要があり、また、求めら

れるビジネスの成果を明確にするとともに、この指示を社内全体に浸透させることに焦

点を当てたものでなければなりません。 

− データに改めて焦点を合わせる。どの企業もクリーンで有益なデータをある程度は保有

しています。データの品質や量に問題があることを言い訳に AI 導入への行程を延期す

ることは許されません。まず手元のデータを使用し、そこから AI を 1 つの起爆剤と

して強固なデータ・プラットフォームへの投資を図ります。そのプラットフォームで外

部のライセンス付きのデータと公開されているデータの両方を取り込み、それによって 
AI アルゴリズムのトレーニングが可能な幅広いデータ・セットを蓄積します。 
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− 戦略から実行に速やかに移行する。自社とそのビジネス目標にとって理にかなった出発

点を選定します。速やかに実行に移し、成果を繰り返して示し、規模拡大の権利を獲得

します。利害関係者とのコミュニケーションは極めて重要です。 

− 適切なスキルおよび変更管理の実践により、規模拡大への道筋を築く。リーダーが立案

したビジネス変革の指示を実行するために、利害関係者、文化、変更の管理を良好に実

施しながら戦略的パートナーを内部で採用および利用し、AI の成長と活用に必要な

チームとスキルを構築して、規模を拡大します。29 

 
実際のところ、このいずれかが不足すれば、企業は過去数年間の過剰な期待から抜け出せ

ず、企業向け AI の潜在能力をフルに生かす機会を逃しかねません。 
 

 

 
 
「AI とコグニティブ・コンピュー
ティングは組織のイノベーション
を推進する力を高めてくれました。」 
 
最高イノベーション責任者、消費財、デンマーク 
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きました。連絡先 : manish.goyal@us.ibm.com. 
 
 

問い 
 
着目点: 御社の戦略的必須事項は 3 年間のロー

ドマップにどのように反映されていますか? 
 
価値: W 御社にとって最大の価値促進要因は何で

すか? また、AI のメリットをどのように測定する

予定ですか? 
 
データ: 御社のデータは誰が所有および保守して

いますか? また、データに関する御社の専門知識

はどの程度ですか? 
 
組織: スキルのギャップが最も大きいのはどこで

すか? 予想される文化面の変更や社会的な影響に

どのように対応するつもりですか? 
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詳細について 
IBM Institute for Business Value の調査結果の詳細につ

いては  iibv@us.ibm.com までご連絡ください。IBM 
の Twitter は @IBMIBV からフォローいただけます。

発行レポートの一覧または月刊ニュースレットの購

読をご希望の場合は、ibm.com/iibv よりお申し込み

ください。 
 
スマートフォンまたはタブレット向け無料アプリ

「IBM IBV」をダウンロードすることにより、IBM 
Institute for Business Value のレポートをモバイル端

末でもご覧いただけます。 
 
変化する世界に対応するためのパートナー 
IBM はお客様と協力して、業界知識と洞察力、高度

な研究成果とテクノロジーの専門知識を組み合わせ

ることにより、急速な変化を遂げる今日の環境にお

ける卓越した優位性の確立を可能にします。 
 
IBM Institute for Business Value 
IBM グローバル・ビジネス・サービスの IBM Institute 
for Business Value は企業経営者の方々に、各業界の

重要課題および業界を超えた課題に関して、事実に

基づく戦略的な洞察をご提供しています。 
 
 

 

調査のアプローチと方法 
 
IBM Institute for Business Value は、Oxford Economics と共同で、世界中の 18 業界 5,001 
名に及ぶ経営層 (官公庁や教育機関のリーダーと 19 の役職を含む) に対して調査を実施

しました。調査に回答した経営層には、経営幹部 (最高経営責任者 (CEO)、最高財務責任

者 (CFO)、最高人事責任者 (CHRO)、最高情報責任者 (CIO)、最高マーケティング責任者 
(CMO)、最高執行責任者 (COO)) のほか、顧客サービス、情報セキュリティー、イノベー

ション、製造、リスク、調達、製品開発、営業の責任者も含まれます。 
 
関連レポート 
Abercrombie, Cortnie, Rafi Ezry, Brian Goehring, Neil Isford, and Anthony Marshall. “Fast start 
in cognitive innovation: Top performers share how they are moving quickly.” IBM Institute for 
Business Value. January 2017. ibm.com/business/value/cognitiveinnovation 
 
Abercrombie, Cortnie, Rafi Ezry, Brian Goehring, Anthony Marshall, and Hiroyuki Nakayama. 
“Accelerating enterprise reinvention: How to build a cognitive organization.” IBM Institute for 
Business Value. June 2017. ibm.com/business/value/accelentreinvent 
 
Christopher, Elena, Glenn Finch, Brian Goehring, Cathy Reese, Tom Reuner, and Yashih Wu. 
“Making AI the Killer App for Your Data: A practical guide for leveraging data to enable your AI 
journey.” HfS Research and IBM. June 2018. ibm.biz/hfsibmai 
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